
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１ 本校の概要 

  本校は久喜市・江面地区にある７つのエリアをなでしこ 

 の花弁に見立てた校章のある歴史の深い学校である。また 

 久喜市総合運動公園にほど近く、周囲に田畑が広々と点在 

 する自然豊かな地域である。 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

   学校図書館の整備・充実に努め、学習の充実を図ると 

  ともに、情報活用能力を育成し、自ら学ぶ意欲と豊かな 

  態度を育てる。 

 ⑵ 実践の概要 

  ア 朝の読書 

  読書の持つ価値とその必要性を重視し、読書好きな 

 児童の育成を目指して、朝の15分間読書を実践してい 

 る。読書の苦手な児童であっても、みんなと一緒なら本 

 を読めたり、読むことの楽しさを味わわせたりすること 

 をねらいとしている。 

  また、全校で読書貯金に取り組んでおり、家庭や学校、 

 朝読書で読んだ本の  

 題名と日付を記録用紙 

 に記入している。学期 

 ごとに、児童に冊数や 

 ページ数を聞き、職員 

 室前の廊下に掲示した 

 り、１～４年生は50 

 冊以上で５・６年生は 

 5000ページ以上で賞状 

 も出したりしている。 

イ 図書ボランティアの読み聞かせ 

    月曜日の読書の時間に、月２回程度（10・11月秋の読 

  書週間は毎週）地域の読み聞かせボランティアの方々に 

  よる「読み聞かせ」を実施している。各学級に２名の方  々

  が来てくださり、学習に沿った本を読み聞かせることも 

  ある。 

ウ 市立図書館の方によるブックトーク 

   各学年、年１回、市立図書館の方にテーマを決めてお 

  話をしていただく。 

  テーマは「海」や「月」などの身近なものから、「夏 

 休み」「遠足」といった季節の話題が取り上げられてい 

 る。 

 

エ 家庭と連携した親子読書 

  夏休みや冬休みを利用し、親子読書に取り組んでいる。 

 学校で借りた図書を親子で読み、感想を児童と家庭から頂 

 くことで、読書に対する興味や関心が高められるようにし 

 ていくことを望んでいる。 

 

３ 成果と今後の課題 

 ⑴ 成果 

   読書時間を意図的に取り入れることで、本に親しも 

うとする児童が増えた。 

 ⑵ 課題 

 学習指導要領を踏まえ、学校図書館の機能を計画 

的に活用し、児童の主体的・意欲的な学習活動や読書

活動を充実させることである。 

 ⑶ おわりに 

   授業の中でも学校図書館を利用できるよう、並行読書 

などのしやすい環境を作っていきたい。 
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